
 

平成 21 年 10 月 29 日 

 

各      位 

会 社 名  トランスコスモス株式会社 

（登記社名：トランス・コスモス株式会社） 

代表者名  代表取締役社長兼ＣＯＯ 奥田 昌孝 

（コード番号  9715  東証第一部） 

問合せ先  執行役員経理財務本部担当 本田 仁志 

TEL 03－4363－1111（代表） 

 

 

当社子会社（ダブルクリック株式会社）の特別損失の計上及び 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社子会社であるダブルクリック株式会社は、平成 22 年３月期の第２四半期決算において、別紙

の通り特別損失を計上するとともに、平成 21 年５月 14 日の決算発表時に公表した平成 22 年３月期

（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）第２四半期および通期予想への影響を修正いたしまし

ので、お知らせいたします。 

  なお、これによる当社の連結業績への影響は軽微であります。 

 

以  上 

 

 

｢別紙｣ 

 特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

（平成 21年 10 月 29 日公表 ダブルクリック株式会社） 



 

 

平成 21 年 10 月 29 日 

各  位 

会 社 名 ダブルクリック株式会社 

代表者名 代表取締役社長 中山 善光 

（ヘラクレス市場 コード番号：4841） 

問合せ先  管理部長 CFO 松本 宏子 

           電話番号 03－5718－8600 

 

 

特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、平成 22 年 3 月期の第 2 四半期決算において、下記のとおり特別損失を計上するとともに、 

平成 21 年 5 月 14 日の決算発表時に公表した平成 22 年 3 月期（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 

月 31 日）第 2 四半期および通期の業績予想を修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上 

 平成 21 年 1 月 29 日に開示しました「米国グーグル社等に対する DART 技術に関する仮処分及び

仲裁申立てに関するお知らせ」に関して、国際商業会議所仲裁法廷により平成 22 年 3 月 29 日を仲裁の

裁定日とする旨の決定がなされました。つきましては当初の予定よりも仲裁手続が長引いていることか

ら、10 月以降、平成 22 年 3 月 29 日の仲裁裁定が終了するまでの弁護士等の追加費用として、167 百

万円を特別損失に計上することとなりました。 

 

２．平成 22 年 3 月期業績予想数値の修正 

 

（1）第 2 四半期累計期間（平成 21 年 4 月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 756 △54 △43 △43 
円 銭

△222.94

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 723 △30 △23 △191 △992.80 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △33 24 20 △148 － 

増 減 率            （％） △4.4 － － － － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（平成 21 年 3 月期第 2 四半期） 

807 44 64 63 311.99 
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（2）通期 業績予想数値の修正（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 1,646 3 26 25 
円 銭

129.62

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 1,646 3 26 △142 △736.22 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） － － － △167 － 

増 減 率            （％） － － － － － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 1 年 3 月 期 ） 

1,574 22 50 △273 △1,384.50 

 

３．修正理由 

（1）第 2 四半期累計期間の業績予想 

売上高につきましては、営業拡販のための諸施策の推進に努めたものの、国内経済は引き続き強い停

滞感のなかで推移しており、企業が広告宣伝費、販売促進費を抑制していることから当社の各事業に影 

響を及ぼし、前回予想を下回る見込みです。 

営業利益及び経常利益につきましては、販売管理費など約 57 百万円程度のコスト削減を実施した結

果、前回予想を上回る見込みです。 

しかしながら、当期純利益につきましては、上記のとおり 10 月以降、平成 22 年 3 月 29 日の仲裁裁

定が終了するまでの費用 167 百万円を特別損失として計上するため前回予想を下回る見込みです。 

 

（2）通期の業績予想 

売上高および営業利益、経常利益については当初の予想に変更はございません。しかしながら当期純

利益につきましては上記特別損失計上により、前回予想を大幅に下回る見込みです。 
 

 

※今回発表の平成 22 年 3 月期の業績予想は、発表日現在において入手可能な情報及び見通しに基づいて作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 




